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目的

• 活動銀河核（AGNs）ジェットのγ線放射メカニズムの統
⼀的な理解⼀的な理解

– カタログ化されているγ線源のうち大きな割合を占めるブレー
ザーの特徴を理解ザーの特徴を理解

• 暗暗暗暗いブレーザーをいブレーザーをいブレーザーをいブレーザーを含含含含んだんだんだんだ系統的特徴系統的特徴系統的特徴系統的特徴のののの議論議論議論議論（（（（””””ブレーザーシーケンスブレーザーシーケンスブレーザーシーケンスブレーザーシーケンス改改改改（（（（????））））””””））））

– ブレーザー以外のγ線AGNの数の増加

をめざし, をめざし, 

FSRQ

高銀緯高銀緯高銀緯高銀緯のののの未同定未同定未同定未同定γγγγ線天体線天体線天体線天体にににに対対対対してしてしてして高銀緯高銀緯高銀緯高銀緯のののの未同定未同定未同定未同定γγγγ線天体線天体線天体線天体にににに対対対対してしてしてして

LSP

ISP

HSP

高銀緯高銀緯高銀緯高銀緯のののの未同定未同定未同定未同定γγγγ線天体線天体線天体線天体にににに対対対対してしてしてして

高感度高感度高感度高感度VLBIVLBIVLBIVLBI観測観測観測観測をををを行行行行うううう！！！！！！！！

高銀緯高銀緯高銀緯高銀緯のののの未同定未同定未同定未同定γγγγ線天体線天体線天体線天体にににに対対対対してしてしてして

高感度高感度高感度高感度VLBIVLBIVLBIVLBI観測観測観測観測をををを行行行行うううう！！！！！！！！

HSP

Fossati+98Fossati+98Fossati+98Fossati+98



天体の選定
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天体の選定

条件条件条件条件

銀緯 -5度以下, 5度以上銀緯 -5度以下, 5度以上

赤緯 -30度以上

選定選定選定選定したしたしたしたγγγγ線天体線天体線天体線天体のののの銀河座標銀河座標銀河座標銀河座標でのでのでのでの分布分布分布分布

234234234234ののののγγγγ線天体線天体線天体線天体をををを選定選定選定選定

選定選定選定選定したしたしたしたγγγγ線天体線天体線天体線天体のののの銀河座標銀河座標銀河座標銀河座標でのでのでのでの分布分布分布分布

選定選定選定選定したしたしたしたγγγγ線天体線天体線天体線天体のののの位置誤差内位置誤差内位置誤差内位置誤差内にあるにあるにあるにある電波電波電波電波
天体天体天体天体をををを既存既存既存既存のカタログからのカタログからのカタログからのカタログから選出選出選出選出

NVSSNVSSNVSSNVSS ＠＠＠＠1.4 GHz1.4 GHz1.4 GHz1.4 GHz
FIRST FIRST FIRST FIRST ＠＠＠＠1.4 GHz1.4 GHz1.4 GHz1.4 GHz

選定選定選定選定にににに用用用用いたいたいたいた電波電波電波電波カタログカタログカタログカタログ

FIRST FIRST FIRST FIRST ＠＠＠＠1.4 GHz1.4 GHz1.4 GHz1.4 GHz

⇛⇛⇛⇛ 1211121112111211天体天体天体天体のののの電波天体電波天体電波天体電波天体をををを選定選定選定選定

2FGL J0158.4+01072FGL J0158.4+01072FGL J0158.4+01072FGL J0158.4+0107
((((http://www.cv.nrao.edu/nvss/postage.shtmlhttp://www.cv.nrao.edu/nvss/postage.shtmlhttp://www.cv.nrao.edu/nvss/postage.shtmlhttp://www.cv.nrao.edu/nvss/postage.shtml ))))
赤丸赤丸赤丸赤丸：：：：ガンマガンマガンマガンマ線源線源線源線源のののの位置誤差位置誤差位置誤差位置誤差



検出天体及び種族の推定：相関図
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検出天体及び種族の推定：相関図

FSRQFSRQ

LSP

ISPISP

HSP

Fossati+98Fossati+98Fossati+98Fossati+98
観測対象観測対象観測対象観測対象したしたしたした未同定未同定未同定未同定γγγγ線天体線天体線天体線天体のののの銀河座標銀河座標銀河座標銀河座標でのでのでのでの分布分布分布分布
赤赤赤赤：：：：今回新今回新今回新今回新たにたにたにたにVLBIVLBIVLBIVLBI天体天体天体天体がががが検出検出検出検出されたされたされたされたγγγγ線源線源線源線源（（（（28282828天体天体天体天体））））
((((FujinagaFujinagaFujinagaFujinaga, KN et al., submitted to PASJ, KN et al., submitted to PASJ, KN et al., submitted to PASJ, KN et al., submitted to PASJ))))

Ackermann et al. (2011)Ackermann et al. (2011)Ackermann et al. (2011)Ackermann et al. (2011)よりよりよりより

FujinagaFujinagaFujinagaFujinaga, , , , et et et et al., al., al., al., in prep.in prep.in prep.in prep.

電波電波電波電波フラックスフラックスフラックスフラックス(1.4GHz)(1.4GHz)(1.4GHz)(1.4GHz)––––PhotonPhotonPhotonPhotonフラックスフラックスフラックスフラックス(1(1(1(1----
100 100 100 100 GeVGeVGeVGeV) ) ) ) ----> HSP> HSP> HSP> HSP寄寄寄寄りのりのりのりの傾向傾向傾向傾向

1111----100 100 100 100 GeVGeVGeVGeVにおけるにおけるにおけるにおけるPhotonPhotonPhotonPhotonフラックスフラックスフラックスフラックス----Photon Photon Photon Photon 
index index index index ----> ISP> ISP> ISP> ISP----FSRQFSRQFSRQFSRQ寄寄寄寄りのりのりのりの傾向傾向傾向傾向

FujinagaFujinagaFujinagaFujinaga, , , , et et et et al., al., al., al., in prep.in prep.in prep.in prep.



今後
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今後

• まだ観測を⾏えていないor前回の観測では⾼輝度電波源
を⾒つけられていない未同定γ線源に対し、大口径望遠
鏡（山口・茨城・臼田）を用いた大規模な追観測を計画
を⾒つけられていない未同定γ線源に対し、大口径望遠
鏡（山口・茨城・臼田）を用いた大規模な追観測を計画
中

• 対象とするγ線源は~200, • 対象とするγ線源は~200, 
電波源は~1,000

10 min/電波源とすることで

電波源は~1,000
– 10 min/電波源とすることで

1σ~0.5 mJyの検出感度で観測
http://www.astro.sci.yamaguchi-u.ac.jp/jvn/index.html

– 前回の実時間相関処理に対し、
今回はディスク記録システムの利⽤を検討今回はディスク記録システムの利⽤を検討

→2014年7月末にJVNへ観測提案済み（藤永, 新沼ほか）


